






詳しくは、環境課（内線252）へどうぞ。 





市
民
の
皆
さ
ん
が
市
政
運
営
に

つ
い
て
知
る
権
利
を
保
障
し
、
市

政
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
で
、
行
政
を
皆
さ

ん
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
に
す
る

た
め
、
平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た

情
報
公
開
制
度
。
 

平
成
18
年
度
の
利
用
件
数
は
15

件
で
、
前
年
度
に
比
べ
3
件
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
 

 ▽
核
融
合
科
学
研
究
所
の
実
験
に

関
す
る
文
書
　
▽
東
濃
Ｃ
Ｄ
Ｃ
事

業
の
電
子
計
算
組
織
結
合
に
関
す

る
文
書
　
▽
境
界
確
定
図
　
▽
境

界
立
会
記
録
　
▽
市
道
平
面
図
　
 

▽
公
共
下
水
道
接
続
済
特
定
事
業
所
 

 
平
成
18
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
案

件
が
2
件
あ
り
、
1
件
は
不
服
申

し
立
て
を
容
認
し
、
全
部
開
示
と

し
ま
し
た
。
も
う
1
件
は
、
土
岐

市
情
報
公
開
審
査
会
の
答
申
を
受

け
、
棄
却
し
ま
し
た
。
 

市
役
所
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に

「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
は
市
が
保
有
す

る
情
報
を
検
索
す
る
た
め
の
資
料

な
ど
が
置
い
て
あ
り
ま
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
請
求
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

総
務
課（
内
線
2
2
5
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳しくは、多治見社会保険事務所（　○22　0255）
または市民課国保年金係（内線137・138）へどうぞ。 



市
で
は
、
文
芸
活
動
を
振
興
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
潤
い
や
、

ゆ
と
り
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
第

6
回
土
岐
市
文
芸
祭
を
開
催
し
ま
す
。
 

◆
応
募
資
格
　
▽
一
般
の
部
＝
高
校
生
以

上
　
▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
市
内
の
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
、
市
内
在
住
の
児
童

生
徒
 

◆
部
門
　
下
表
参
照
 

◆
応
募
規
定
　
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
 

狂
俳
の
題
材
は
「
爽
籟
」
・
「
久
し
振

り
」
・
「
明
る
い
」
・
「
陶
芸
」
で
す
。
 

◆
募
集
期
間
　
▽
一
般
の
部
＝
7
月
1
日

（
日
）〜
8
月
31
日（
金
）　
▽
小
・
中
学

生
の
部
＝
8
月
1
日（
水
）〜
9
月
15
日（
土
）

※
い
ず
れ
も
当
日
消
印
有
効
 

◆
出
品
料
　
無
料
 

◆
結
果
発
表
　
▽
一
般
の
部
＝
入
賞
・
入

選
者
に
通
知
　
▽
小
・
中
学
生
の
部
＝
各

学
校
へ
通
知
 

◆
表
彰
式
　
▽
一
般
の
部
＝
12
月
16
日（
日
）

午
前
10
時
〜
文
化
プ
ラ
ザ
　
▽
小
・
中
学

生
の
部
＝
各
学
校
で
実
施
 

◆
賞
　
▽
文
芸
祭
賞
・
市
長
賞
・
教
育
長

賞
・
優
秀
賞
・
入
選
 

※
入
賞
・
入
選
者
の
作
品
を
作
品
集
に
編

集
し
、
入
賞
・
入
選
者
に
一
冊
贈
呈
し
ま
す
。 

※
応
募
作
品
の
訂
正
、
差
し
替
え
、
返
却

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
企
画
し
、

開
催
す
る
手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト

「
ス
プ
リ
ン
グ
夢
コ
ン
サ
ー
ト

i
n
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」
。
 

今
年
で
9
回
目
を
迎
え
る
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
、
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●
テ
ー
マ
　「
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
（
テ
レ
ビ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど

で
使
わ
れ
た
曲
も
可
）
 

●
日
時
　
平
成
20
年
3
月
9
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
 

●
場
所
　
文
化
プ
ラ
ザ・サ
ン
ホ
ー
ル
 

●
応
募
資
格
　
▽
18
才
以
上
で
音

楽
活
動
（
音
大
在
学
、
卒
業
程
度
）

を
し
て
い
る
方
　
▽
土
岐
市
、
多

治
見
市
、
瑞
浪
市
に
在
住
・
在
勤

の
方
 

※
過
去
に
ソ
ロ
で
2
回
以
上
出
演

さ
れ
た
方
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●
種
目
　
ピ
ア
ノ
、
声
楽
、
管
・

弦
・
打
楽
器
、
重
奏
な
ど
 

※
洋
楽
器
（
原
則
と
し
て
ク
ラ
シ
ッ

ク
）に
限
り
ま
す
。
 

※
楽
器
は
、
文
化
プ
ラ
ザ
に
あ
る

も
の
以
外
、
各
自
持
ち
込
み
と
な

り
ま
す
。
 

●
演
奏
時
間
　
ソ
ロ
8
分
以
内
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
10
分
以
内
 

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
▽
代
表
者
会

議
（
2
回
）
…
①
10
月
28
日（
日
）、

②
1
月
中
旬
（
予
定
）
　
▽
サ
ン

ホ
ー
ル
練
習
…
平
成
20
年
2
月
17

日（
日
）　
▽
通
し
リ
ハ
ー
サ
ル
…

平
成
20
年
2
月
23
日（
土
） 

●
そ
の
他
　
▽
10
組
程
度
の
演
奏

を
予
定
（
応
募
者
多
数
時
は
、
選

考
に
よ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

▽
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー（
1
人
）も
同
時
募
集
し
ま
す
。 

●
申
し
込
み
　
文
化
プ
ラ
ザ
、
市

役
所
、
各
支
所
に
備
え
付
け
の
申

し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、8
月
31
日（
金
）ま
で
に「
第

9
回
ス
プ
リ
ン
グ
夢
コ
ン
サ
ー
ト

ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」
事
務
局
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
詳
し
く
は
、同
事
務
局（
文
化
振

興
課
・
内
線
5
5
5
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
内
線
5
 

5
4
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

ぶ
 

そ
う
ら
い
 



詳
し
く
は
、
鶴
里
町
総
合
開
発

推
進
協
議
会
（
鶴
里
支
所
内
・
　
 

○52　
2
0
0
1
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

 
三
国
山
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
土
岐

市
・
瀬
戸
市
・
豊
田
市
に
ま
た
が

る
標
高
7
0
1
ｍ
の
三
国
山
山
頂

付
近
に
あ
り
、
緑
豊
か
な
自
然
と

景
観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

展
望
台
か
ら
は
3
6
0
度
の
展

望
が
開
け
、
特
に
名
古
屋
市
方
面

の
夜
景
の
美
し
さ
は
、
こ
の
地
方

随
一
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

◆
開
設
期
間
 

7
月
15
日（
日
）〜
8
月
31
日（
金
） 

◆
主
な
施
設
と
使
用
料
 

肥
田
浅
野
笠
神
町
に
あ
る
市
民

プ
ー
ル
は
、
50
ｍ
の
競
泳
用
プ
ー

ル
を
は
じ
め
、
流
水
プ
ー
ル
、
造

波
プ
ー
ル
、
幼
児
用
プ
ー
ル
な
ど

が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
プ
ー
ル
で
す
。
 

◆
開
設
期
間
 

7
月
20
日（
金
）〜
8
月
31
日（
金
） 

（
最
終
日
は
、
午
前
中
で
終
了
）
 

※
8
月
19
日（
日
）は
、
市
民
総
合

体
育
大
会
の
た
め
お
休
み
で
す
。
 

◆
利
用
時
間
 

・
午
前
の
部
＝
10
時
〜
12
時
30
分
 

・
午
後
の
部
＝
1
時
30
分
〜
4
時
 

◆
入
場
料
な
ど
 

・
中
学
生
以
下
＝
1
0
0
円
 

・
高
校
・
大
学
生
＝
2
0
0
円
 

・
大
人
＝
3
0
0
円
 

・
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
＝
50
円
 

◆
注
意
事
項
 

伝
染
病
疾
患
者
、
酒
気
を
帯
び

た
方
、
健
康
状
態
の
悪
い
方
、
成
人

が
同
伴
し
な
い
幼
児
、
お
む
つ
の

取
れ
な
い
幼
児
、
水
着
を
着
用
し

て
い
な
い
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

（
幼
児
の
同
伴
者
も
水
着
が
必
要
）。 

※毛布、飯ごう、バケツなども有料で貸し出します。 
※市内青少年育成団体（子ども会、スポーツ少年団など）の平日利用
に限り、施設使用料を免除します。 

詳
し
く
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
内
線
2
7
7
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳しくは、土岐商工会議所（　○54　1131）または
商工観光課（内線232）へどうぞ。 



「岐阜県地震防災行動計画」より 

活
断
層
と
は
、
約
2
0
0
万
年
前
か
ら

現
在
ま
で
の
間
に
岩
盤
が
ず
れ
て
地
震
を

繰
り
返
し
発
生
さ
せ
、
今
後
も
動
く
可
能

性
が
あ
る
断
層
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

こ
の
活
断
層
の
活
動
に
よ
り
発
生
す
る

地
震
を
内
陸
型
地
震
と
い
い
ま
す
。
東
海

地
震
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
よ

り
地
震
の
規
模
は
比
較
的
小
さ
い
の
で
す

が
、
地
下
の
浅
い
部
分
で
発
生
す
る
た
め
、

そ
の
被
害
は
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
兵

庫
県
南
部
地
震
も
活
断
層
の
活
動
に
よ
り

発
生
し
た
も
の
で
し
た
。
 

日
本
に
は
約
2
千
の
活
断
層
が
あ
る
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
内
に
お
い
て

は
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
約
1
0
0
も

の
活
断
層
が
あ
り
、
全
国
で
最
も
活
断
層

が
密
集
し
て
い
る
地
域
の
一
つ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
 



平
成
17
年
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が
行
い
ま
し
た
「
出
生
動
向
基

本
調
査
」
に
よ
り
ま
す
と
、
未
婚
者
の
中

で
「
結
婚
に
利
点
が
あ
る
」
と
感
じ
る
人

は
「
独
身
生
活
に
利
点
が
あ
る
」
と
感
じ

る
人
よ
り
も
随
分
少
な
い
よ
う
で
す
。
 

独
身
生
活
の
具
体
的
な
利
点
と
し
て
は
、

「
行
動
や
生
き
方
が
自
由
」
を
挙
げ
る
人

が
男
女
と
も
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
う
し
た

独
身
生
活
の
気
楽
さ
は
、
少
子
化
の
一
因

で
も
あ
る
未
婚
化
や
晩
婚
化
の
背
景
と
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

一
方
、
結
婚
の
具
体
的
な
利
点
と
し
て

は
、
社
会
的
信
用
や
経
済
的
余
裕
と
い
っ

た
実
利
面
よ
り
も
、
「
精
神
的
な
安
ら
ぎ

の
場
が
得
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
内
面
的
な

事
柄
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
注
目
す
べ
き
は
、
「
自
分
の
子
ど
も

や
家
族
を
も
て
る
」
こ
と
を
利
点
に
挙
げ

た
人
が
、
前
回
の
調
査
に
比
べ
て
、
男
女

と
も
大
き
く
増
え
た
こ
と
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
の
未
婚
者
に
対
す
る
調
査
で

も
、
「
平
均
希
望
子
ど
も
数
」
に
つ
い
て

下
げ
止
ま
り
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
結
婚
後

の
「
子
ど
も
や
家
族
」
に
つ
い
て
積
極
的

に
考
え
る
傾
向
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

「
独
身
生
活
も
悪
く
な
い
け
れ
ど
、
結

婚
し
て
子
ど
も
や
家
族
を
も
っ
て
み
た
い
」

と
考
え
る
若
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、

少
子
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
へ
突
入

し
た
日
本
に
と
っ
て
、
明
る
い
兆
し
と
み
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 



本
園
で
は
、
3
年
前
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も
、

１
年
間
の
園
生
活
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
集

約
し
、
年
度
末
に
は
発
表
会
を
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。
 

「
♪
は
ら
は
ら
ド
キ
ド
キ
し
た
こ
ろ
が
、

う
そ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
♪
」
 

こ
ん
な
歌
い
出
し
で
、
入
園
し
た
こ
ろ
の

様
子
を
大
き
な
声
で
歌
い
、
力
い
っ
ぱ
い

表
現
し
ま
す
。
 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち

に
い
ろ
い
ろ
な
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

 こ
こ
で
は
、
ど
ん
な
手
の
動
き
を
？
 

こ
の
場
面
で
は
、
ど
ん
な
顔
つ
き
で
？

や
っ
て
み
な
が
ら
、
考
え
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
知
的
好

奇
心
が
呼
び
起
こ
さ
れ
ま
す
。
 

 お
互
い

の
演
技
を

見
合
い
ま

す
。
友
だ

ち
の
よ
さ

や
頑
張
り

が
目
に
入

り
、
友
だ

ち
の
存
在

に
気
付
き

ま
す
。
友

だ
ち
と
そ
ろ
え
る
と
こ
ろ
、
自
分
ら
し
さ

を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
…
 

仲
間
の
中
で
、
よ
り
よ
い
も
の
を
求
め
、

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
の
生
き
方
の
基

礎
が
培
わ
れ
ま
す
。
 

 演
技
を

見
て
も
ら

い
、
子
ど

も
は
、
自

信
を
つ
け

ま
す
。
大

人
の
方
々

に
、
頑
張

り
を
褒
め

ら
れ
、
愛

さ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
、
元
気
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
方
も
わ
が
子
・
わ
が

孫
の
い
ち
ず
な
演
技
に
励
ま
さ
れ
元
気
が

出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
家
族
の
き

ず
な
が
一
層
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

ま
さ
に
歌
の
タ
イ
ト
ル
「
好
か
れ
て
元

気
」
そ
の
も
の
で
す
。
歌
の
終
わ
り
は
、

「
♪
お
お
き
く
の
び
て
は
ば
た
く
よ
。
も

う
す
ぐ
い
ち
ね
ん
せ
い
！
」
で
す
。
 

1
年
間
、
歌
と
踊
り
を
通
し
、
大
き
く

羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
 

 
電気炊飯器、あるいはガス炊飯器のスイッチを入

れるだけで、どの家庭でもおいしいご飯が炊けている
ことと思います。小学校　5　年生の家庭科では、鍋を使
ってご飯を炊く方法を学びます。 
＜ご飯の炊き方＞ 

＊材料と分量（　1　人分の目安） 
米…80g（100ml）、水…120g（120ml） 
（水は、米の体積の1.2倍、重さの1.5倍） 

①米を量って、洗う 
・量った米を、かき回しながら洗う。（　3　～　4　回水を
替える） 

・米は、洗っている間にも吸水するので、手早く洗う。 
・洗った米は、ざるに移して水を切る。 
②水を量る 
・鍋に洗った米と分量の水を入れる。 
③吸水させる＜30分以上＞ 

④炊く 
・沸騰するまで…強火 
・沸騰したら……中火＜　7　～　8　分＞ 
・水が引いたら…弱火＜12～15分＞ 
※時間は　4　人分を炊いた時の目安 
⑤蒸らす 
・消火後＜10分くらい＞ 
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乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 
　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 
 
 

市民  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市内在住または市内の
学校に通学している中
学生・高校生 
 
 
 不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 
 

市民  
 
 
 

平成18年　7　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 

　7　月27日（金）
 

  
　7　月30日（月） 
 
 

　7　月26日（木）  

 
 
　7　月23日（月）  
 

　8　月　7　日（火）  
　8　月　9　日（木） 
　8　月23日（木） 

　8　月17日（金） 
 
　8　月20日（月） 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  
 

午後　1　時～　3　時30分  
 

午後　1　時15分～　2　時 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
 
 
 
 
午前10時～午後　1　時 
 
 
 

 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 

 
保健センター  

 
 
保健センター 
  

妻木公民館
 

 

肥田公民館  
 
 
 

保健センター
 

 
 
 
 
 
東濃保健所 
 
まつもとファミリー歯科 
肥田浅野朝日町 
　2　-22 
　○55 0246

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
定　員：20人 
先着10人まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  
 
定　員：各15組 
持ち物：エプロン・三角巾

筆記用具 
開催日の　1　週間前までにお
申し込みください。 

 
 定　員：各20人 
持ち物：参加者本人の母子健

康手帳・筆記用具 
内　容：赤ちゃんの成長につ

いての話と赤ちゃん
とのふれあい体験 

開催日の　3　日前までにお申
し込みください。 
要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター 

受診される際は、医療機関
へお問い合わせの上、お出
掛けください。 

　1　．麻しんまたは風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたこ
とがないお子さんは、　7　月17日（火）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　8　月からですが、　7　月25日（水）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時
を予約してください。 
　2　．麻しんまたは風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予
防接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへ
お問い合わせください。 

土岐津町 
駄知町 

泉町  
下石町 
妻木町 

肥田町 

 
 

小学以上の
お子さんと
保護者 

　8　月27日（月） 

　7　月30日（月） 

 
　7　月24日（火） 
 
 

　7　月16日（月・祝） 

午前10時～11時30分 

午後　1　時30分～　3　時 

午後　1　時30分～　3　時 

 
午後　1　時～　2　時30分 
 
 

午前　9　時～午後　3　時 

午前10時～11時30分 

①細菌をつけない（清潔）……………　手洗い、調理器具類の洗浄消毒を徹底しましょう。 
②細菌を増やさない（迅速・冷却）…　調理した食品は、できるだけ早く食べましょう。 
③細菌を殺してしまう（加熱）………　食品の加熱は、中心まで十分に行いましょう。 

詳しくは、東濃保健所（　○23 1111 生活衛生課・内線357、健康増進課・内線361）へどうぞ。 

食中毒予防の　3　原則 



福祉課では、独居高齢者などの自立
した生活を支援するため、配食サービ
スを始めます。 
◆対象者　65歳以上の独居（事実上独
居）の方で、次に該当する方　　食事
を作れない方　　病気などのため特別
な食事を必要とする方　　定期的な訪
問見守りが必要な方　　栄養の偏りで
健康状態が悪い方 
◆食事　夕食のみ（　1　週間に　3　日が上
限。所得に応じ、食費の一部を軽減）
※民生委員の支援を受けている方は、
民生委員にご相談ください。 
詳しくは、福祉課高齢者係へどうぞ。 
 
 
 
 
水の流れやせせらぎの音。川の風景

には、何かしら心和むものがあります。
それだけに河川環境はとても大切なも
の。澄んだ川の流れ、きれいな河川敷
を保つには、一人ひとりのちょっとし
た心掛けが大切です。 
あらためて身近な川に目を向けてみ

ませんか。 
●ゴミ、空き缶など捨てないで、河川
美化に協力をお願いします。 
●油や汚れた物を流さないようにし、
魚や虫たちをはぐくむ川にしましょう。 
●土や砂利を採ったり、物を置いたり、
工作物を造るときなどは許可が必要です。 
河川に関するお問い合わせなど詳し

くは、監理用地課へどうぞ。 

◆日時　　7　月13日（金）～16日（月・祝）、
午前10時～午後　5　時（16日は、午後　4　
時まで） 
◆場所　セラミックパークＭＩＮＯ 
◆内容　　美濃焼きを中心とした食器、
テーブルウエア、インテリア製品の展
示販売　　テーブルコーディネートの
展示　　大倉陶園の特別展示　など 
◆入場料　　前売り200円　　当日300
円　※小学生以下無料 
詳しくは、（財）セラミックパーク
美濃へどうぞ。 

国土地理院が、　4　等三角点の新設に
伴い、基本測量を実施します。該当す
る地域の皆さんには、土地の立ち入り
などのご協力をお願いします。 
◆期間　　7　月～平成20年　3　月 
◆対象地域　下石町、妻木町および鶴
里町 
詳しくは、国土地理院中部地方測量
部測量課測量第　1　係（　052-961-5590）
へどうぞ。 

下石町にある自然科学研究機構「核融合科学研究所」では、大型ヘリカル
装置（ＬＨＤ）で重水素を用いたプラズマの閉じ込め実験を計画しており、
その安全性の評価について専門家などで組織する第三者機関「重水素実験安
全評価委員会」に諮問していました。同委員会ではこのほど、　5　回にわたる
委員会で検討した結果を取りまとめ、中間報告として公表するとともに、中
間報告についての意見を募集します。 
報告の内容、募集方法など詳しくは、重水素実験安全評価委員会（核融合

科学研究所・対外協力室内）へどうぞ。 

・高齢者と子どもの交通事故防止 
・飲酒運転など無謀運転の追放 
・後部座席を含むシートベルトと
チャイルドシート着用の徹底 

水稲のいもち病、ウンカ類、カメム
シ類防除のため、下表の日程で薬剤散
布を行います。 
水田に隣接するご家庭の皆さんは、

次の注意事項を守っていただくようお
願いします。 
●散布当日の注意事項 
・窓を閉め、洗濯物は外に干さないよ
うにしてください。 

・自動車は、車庫や水田に面していな
い軒下など、薬剤のかからない場所に
駐車してください。 
※使用する薬剤は、毒性の低いものです。
農薬取締法の改正に伴い、農作物への
飛散防止に努めます。 

◇ 
詳しくは、市植物防疫協会（農林
課内・内線247）へどうぞ。 



昔の人々が使っていた火おこし器を
組み立て、実際に火おこしに挑戦する
講座を開催します。 
◆日時　　8　月　5　日（日）午後　1　時30分～
　4　時 
◆場所　文化会館 
◆対象　市内の小学生　※　3　年生以下
は保護者同伴 
◆定員　30人 
◆参加費　600円（材料費・保険など） 
◆締め切り　　7　月22日（日） 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　8　月　3　日～　9　月21日の毎週金
曜日、午後　7　時～　9　時（全　8　回） 
◆場所　市総合公園テニスコート 
◆対象　初心者から中級者の方 
◆定員　50人程度（先着順） 
◆講師　（財）日本体育協会公認スポー
ツ指導員 
◆参加費　3,000円 
◆持ち物　ラケット、テニスシューズ 
申し込みなど詳しくは、市テニス協

会・加藤もとひでさん（　○54　1680）へ。 
 
 
 
 

◆日時　　7　月19日（木）・20日（金）・
26日（木）午前　9　時～午後　5　時 
◆場所　　20日・21日＝セラトピア土
岐　　26日＝岐阜県福祉・農業会館 
◆定員　80人（先着順） 
◆対象　ボイラー取り扱い経験や、年
齢・男女を問いません。 
◆受講料　12,500円（テキスト代は別） 
◆テキスト代　2,200円（当支部会員
は、700円を割引） 
詳しくは、（社）日本ボイラ協会岐

阜支部（　058-265-1943）へどうぞ。 

青少年の健全な育成は、大人一人ひ
とりの責務です。地域・家庭が一体と
なって、青少年の健やかな成長のため
の社会環境づくりに努め、青少年の非
行防止に努めましょう。 
●気軽にご相談を　　青少年ＳＯＳセ
ンター（　0120-247-505）　　子ども・
家庭電話相談室（　0120-761-152）　
　県警ヤングテレホンコーナー（　01 
20-783-800）　　子ども支援室（　01 
20-743-070）　　東濃子ども相談セン
ター（　○23　1111）　　心のダイヤル
119（　058-276-0119）　　子どもの
人権センター（　058-265-2850） 
詳しくは、土岐市青少年育成市民会
議事務局（生涯学習課内・内線273）
へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　　　7　月28日（土）午前10時～午
後　4　時　　　7　月29日（日）午前　9　時～午
後　3　時 
◆場所　東濃牧場（恵那市長島町鍋山） 
◆内容　　県畜産銘柄品コーナー（飛
騨牛焼肉・県内産豚肉の試食、県内産
牛乳の試飲、地元産鶏卵やはちみつの
販売）　　体験コーナー（乳搾り、小
動物との触れ合い、牧草遊び）　　イ
ベントステージコーナー（長靴飛ばし、
牧草相撲）　　特産品即売コーナー
（県内畜産物・名産品の販売）など 
詳しくは、（社）岐阜県畜産協会

（　058-273-1111・内線2616）へ。 

県では、身近な場所での子育て支援
活動を充実し、安心して子どもを生み
育てる岐阜県づくりを目指して、子育
て支援に理解と熱意がある方を募集し
ます。次の要件のいずれかを満たす方
を「子育てマイスター」として認定し、
「子育て支援人材バンク」への登録や
研修会を開催することにより、皆さん
の活動をサポートします。 
◆要件　　「岐阜県子育てサポーター
養成講座」のサポーターコースまたは
起業家コースを終了している方。ある
いは、それと同等の講座を終了してい
る方　　保育・医療・看護・保健・教
育・福祉など、子育て関係の資格取得
者　　市町村からの推薦があり、現在、
地域において活動中の方 
◆締め切り　　7　月17日（火）※消印有効 
申し込みなど詳しくは、県子ども家

庭課子育て支援担当（　058-272-1111・
内線2635）へどうぞ。 
 
 
 
 
県では、産業廃棄物を排出する事業

場から処分場まで一連の施設を見学し、
その処理の流れや安全性などを知って
いただくためのバスツアーの参加者を
募集します。 
◆期日　　8　月　3　日（金） 
◆集合場所　東濃西部総合庁舎または
恵那総合庁舎 
◆対象　東濃地域に在住の小学生以上
の方　※小・中学生は保護者同伴 
◆コース　王子板紙（株）（中津川市：
排出事業場）→（有）東海バイオ（恵那
市：中間処理施設）→不適正処理現場
（瑞浪市）→道の駅おばあちゃん市・
山岡（恵那市）→寿和工業（株）（多治
見市：最終処分場） 
◆定員　80人程度 
◆参加費　無料　※昼食は各自用意 
申し込みなど詳しくは、県東濃振興

局環境課（　○23　1111・内線215）へ。 
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